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＜要約＞ 

世界では、2 億 5,000 万人の 5 歳未満の子どもたちが、幼児期に十分な栄養と認知的な刺激を受けられないため

に、発達の可能性を満たせていないと言われている。いくつかの親の支援プログラムは、子どもの発達に大きな

効果があることが示されているが、これらのプログラムは費用がかかるプログラムが多く、なかなか実現は難し

いという現状がある。本研究では、親による認知的な刺激を増加させ、子どもの創造的な識字能力を向上させる

ために、費用対効果の高いさまざまな介入実験を実施することで子どもにどのような影響を与えるのかを検証す

る。介入は、識字率の低い集団に合わせて文化的および言語的に適切な本を使用した、修正された対話型読書訓

練プログラムであった。この研究では、ケニアの農村部に住む養育者とその 24～83 ヵ月齢の子供のサンプルを

対象に、4 つの介入群と 1 つの対照群からなるクラスター無作為化比較試験を実施した。 

最初の治療群は絵本を受け取り、他の治療群は絵本と、それに加えて親が子どもに実施するべき様々な対話的読

書訓練を組み合わせて行った。この試験の各群の主な効果を調べ、異質性の検定を行って、読み書きのできない

子供と読み書きのできる介護者の間での差のある効果を調べた。親の訓練と文化的に適切な児童書の提供を組み

合わせて行うと、就学前の子どもの読書頻度が増加し、養育者と子どもの読書の相互作用の質が改善された。ト

レーニングを含む治療により、絵本特有の表現語彙を発するようになり、言語能力を発展させることになった。

読み書きのできない養育者の子どもは、読み書きのできる養育者の子どもと少なくとも同じくらいの効果があっ

た。いくつかの結果では効果は同等であったものの、読み書きのできない養育者の子どもの方が異なるほど大き

な効果があった。 

＜感想＞ 

この論文は BFC の絵本や教科書を届けるという意思がより強くなったものになりました。BFC の活動している

中（募金活動や、教科書決めなど）で、ふと時々思うことがあるのです。「BFC の活動って本当に途上国の子ど

もたちを笑顔にできるものなのかな」と。そんなものやってもないのに決めつけてはいけないといわれるとそれ

までなのですが、この論文を読んで、データからしっかり分析すると「あ、これって BFC でやってることがき

ちんとデータとして効果があるってことだ」と確信に変わったような気がします。これでますます今年のマダガ

スカル渡航への意欲が増しました。この論文の結果からいうと、ただ絵本を渡すだけではなくその絵本を母親を

共有していくことで子どもたちの世界がより広がっていくことが分かりました。このことから、私たちも絵本を

渡す際に、母親へのアプローチも今後考えていかなければいけないと感じました。 


